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柿谷　浩一
　小沢健二、「日本語」に向かう
一文化としての歌詞（コンサート「ひふみよ」をよむ）
・大会特集・文化論入門としてのホップ・カルチャー
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　９０年代、「オザケン」の愛称で親しまれ、Ｊホップの代表的存在のひと
りとして活躍した小沢健二は、１９９８年から２０１０年の１３年間、音楽シー
ンから姿を消していた。その小沢が、私たちの前に戻ってきたのが、２０１０
年に行われたコンサート「ひふみよ」である。小沢は、そこで自身の代名
詞でもあり、９０年代のＪホップの金字塔でもあるアルバム『ＬＩＦＥ』（１９９４）
に収められた曲を中心に、かつてのヒット曲を久々に歌った。発声法や声
質、コンサート向けのアレンジなど、幾つかの変化が見られたが、その中
でも、とりわけ印象が強かったのが、一部の曲に見られた〈歌詞の変更〉
　１８６
　ミュージシャンが長期休養や活動休止から復活するに際して、新曲はも
とより、かつての曲がふたたび奏でられる喜びは大きい。小沢健二もま
た、復活コンサートで過去のヒット曲を多数披露したが、それはオリジナ
ルに比べて、歌詞に大きな変更をともなうものであった。
　小稿は、この〈歌詞の変更〉という事象を中心に、小沢健二の再始動・
復活コンサートをどのように見ることができるか、見ていくことが重要か
について、検討を試みるものである。まとまった解釈を導き出すというよ
りも、近年あるいは今後の小沢健二を考えるための視点を提供しながら、
復活コンサートを捉え返してみたい。これをもって、２０１２年に行った早
稲田大学多元文化学会シンポジウムの発表要旨・報告に代えることとする。
　　　　　　　　　　　小沢健二、「日本語」に向かう
であった。
　ホップミュージックにおいて、ＣＤに収録された元の楽曲とライブなど
で実際に歌われる曲との間で、編曲やライブ会場などで行われる即興的な
歌い替えなど、歌詞にマイナーチェンジが施されることは、さほど珍しく
ない。だが、小沢の〈歌詞の変更〉は、音楽活動を休止していた長い空白
を背景に持つことで、１３年ぶりのメッセージとして、大きな意味を持つ
ものだった。
　それでは、具体的にどのような変更が試みられたのか。これを検証して
いくと、ひとつの方向性のもとに、歌詞が書き換えられていたことが明ら
かになってくる。
　ソロとしての小沢健二の出発点に戻って、考えてみたい。小沢のファー
ストアルバム『犬は吠えるがキャラバンは進む』（１９９３）の楽曲を見てみ
ると、それらの歌詞には、カタカナ表記の外来語は散見されるが、英語そ
のもののフレーズというのは、案外少なかったことが確認できる。直接的
な英語表現として見えるのは、「ＴＨＡＮＫ　ＹＯＵ」と「ＢＡＢＹ」で、他には
「暗闇から手を伸ばせ」で連呼される「エブリデイ」が特に英詩のニュア
ンスの強い表現として挙げられるくらいだ。それが、ｒＬＩＦＥ』とそれ以降
のシングルに進むと、英詩が頻出してくるようになる。その象徴的作品の
ひとつといえるのが「ＬＯＶＥＬＹ」（１）である。
　タイトルから英語のインパクトの大きいこの曲では、「ＦＥＥＬ　ＡＬＲＩＧＨＴ」
「ＬＩＦＥ　ＩＳ　Ａ　ＳＨＯＷＴＩＭＥ」から、「それでＬＩＦＥ　ＩＳ　ＣＯＭＩＮ’ＢＡＣＫ　僕ら
を待つ／ＯＨ　ＢＡＢＹ　ＬＯＶＥＬＹ　ＬＯＶＥＬＹ　こんなすてきなデイズ」とい
うサビ、畳みかけるように繰り返される「Ｉｏｖｅｌｙ　ｌｏｖｅｌｙ　ｗａｙ　ｃａｎ’ｔ　ｓｅｅ　ｔｈｅ
ｗａｙ？　ｉｔ’ａ」という表現に至るまで、英語のフレーズが、歌詞全体のなか
で、極めて重要な位置を占めている。
　この曲を含む『ＬＩＦＥ』の時期から、小沢健二の歌詞とその世界観は、
「以前のような理屈っぽさ」（２）や哲学性に代わって、ストレートなまでの明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８７
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快さと高揚感を強くし始める。当時の音楽批評はこぞって、これを「多幸
感」という言葉で表した。その「多幸感」に満ちた楽曲性を支えていたひ
とつが、〈英語の歌詞〉だったと考えられる。そこでは、英詞の意味自体
よりも、それが持つ響きやイメージといった面が、曲の受容において大き
な意義を担っていたといってよい。反復される「ｌｏｖｅｌｙ」の語（句）が、
「ラブリー」以上でも以下でもないように、英語のフレーズは、日本語に
翻訳されるーすなわち、意味を日本語に置き換え、理解するということ
よりも、英詩のかたちのままで歌詞の機能を果たしていたところが大き
い。聴き手は、英詩の内容を受け取るというよりも、記号としての英詩を
暗誦し、口ずさむことによって、曲を自分のものにしていた。それが、小
沢健二というＪホップと、それを享受するオーディエンスの、当時の様式
（モード）だったといえる（３）。
　１３年後の小沢健二は、これをまったく異なるかたちで歌った。具体的
にいうと、コンサート「ひふみよ」で、小沢は、丁寧なまでに歌詞からそ
の「英語」を削り落したのである。いうまでもなく、歌詞の大半は日本語
による表現で占められている。その中から、あえて小沢は、英語表現だけ
を選び出し、集中的に〈歌い直し〉を行ったのだ。
　以下に、主な変更部分を、下線を付して列挙してみよう（以下、下線は
同）。
・「ＬＯＶＥＬＹ」
　それでＬＩＦＥ　ＩＳ　ＣＯＭＩＮ’ＢＡＣＫ僕らを待つ　⇒　それで感じたかった
　僕らを待つ
　１０ｖｅｌｙ　ｌｏｖｅｌｙ　ｗａｙｌ　心　⇒　１０ｖｅｌｙ　１０ｖｅｌｙ　ヱ　完璧
　な絵に似た
・「いちょう並木のセレナーデ」
　Ｓｈｅ　ｓａｉｄ　ａ　ａ　ａ　ｒｍ　ｒｅａｄｙ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　ｂｌｕｅ　⇒　分かってきてる
　１８８
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　　　　　　　　　　　小沢健二、「日本語」に向かう
・「愛し愛されて生きるのさ」
　Ｙｏｕ’ｖｅ　ｏｔ　ｔｏ　ｅｔ　ｉｎｔｏ　ｔｈｅ　ｏｏｖｅ　⇒　我ら、時をゆく
・「ローラー・スケート・パーク」
　Ｐｌｅａｓｅ　ｄｏｎ’ｔ，ｂａｂｙ　ｄｏｎ’ｔ　ｇｏ！　⇒　カット
・「ドアをノックするのは誰だ？」
　‥．ｍｅｅｔ　ｍｅ　ｍｅｅｔ　ｍｅ　ｉｎ　ｙｏｕｒ　ｓｏｕ１．　Ｐｌｅａｓｅ　ｄｒｏｐ　ｍｅ　ｉｎ，　ｄｒｏｐ　ｍｅ　ｉｎ　ｙｏｕｒ
　ｓｏｕｌ　⇒　カット
・「強い気持ち・強い愛」
　Ｓｔａｎｄ　ｕｐ　ダンスをしたいのは誰？　⇒　カット
　（・‥）ｄａｎｃｉｎｇ　ｉｎ　ｔｈｅ　ｓｔｒｅｅｔ，　ｂａｂｙ　⇒　カット
　　　　　　　　　　　　　　　　（以上、コンサート「ひふみよ」より）
・「おやすみなさい、仔猫ちゃん！」
　Ｗｈｅｒｅ　ｄｏ　ｗｅ　ｏ？Ｉ　Ｗｈｅｒｅ　ｄｏ　ｗｅ　ｏ　ｈｅ　ｎｏｗ？　⇒　何処行こう　何処
　行こう今
　　　　　　　　　　　　（以上、コンサート「東京の街が奏でる」より）
複数の曲で、英語の歌詞が、日本語に置き換えられるか、割愛されるかし
て、歌われていないのが分かる。この英詩の整除によって、逆に重要性を
帯びてくるのが「日本語」の歌詞である。それは、新たに歌われた歌詞に
留まらず、元の曲における英詩以外の日本語の歌詞全体に及ぶ。聴き手
は、英語から日本語への歌詞のシフトチェンジのなかで、小沢健二の楽曲
において、非一日本語としての英詩と、日本語の持つ役割や意味とは何
か、という問題に直面することとなった。それは、これまでの小沢健二と
いう名で語られ、認知されてきたＪホップに対して、「日本語」の場所を
再点検し、Ｊホップの歌詞のあり方を問う、根源的な意味を持っていたと
いえるのではないだろうか。
　１３年ぶりに再び姿を現した小沢健二の〈歌詞の変更〉は、単なるアレ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８９
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　「ＬＯＶＥＬＹ」に沿って、もう少し考えてみよう。いま一度、確認してみ
ると、この曲の元の英語表現は、次のように日本語へと置き換えられてい
る。
ンジなどではない。それは、自身の楽曲・歌詞に対する、一種の自己言及
的な批評として考えられるべきものである。『ＬＩＦＥ』時代の曲たちが、当
時、どのような要素によって支えられ、Ｊホップシーンで受け入れられて
いたのか。それを小沢健二とその楽曲が、ひも解いてみせたのが、復活コ
ンサートの本質だったのではないか。ポピュラーソングとして圧倒的に支
持された小沢健二の基盤要素となっていた〈英語の歌詞〉をいったん解
体、無効化し、その意味を問い返そうとする営みが、そこにはあったと考
えられる。そのとき、重要なのは、変更された後の歌詞とその意味それ自
体よりも、むしろ変更のプロセス、元の歌詞テクストと変更された歌詞テ
クストとの間に、何か見えてくるかの方である。変更をどのように読むこ
とができるか。変更の持つ文化的意味合いとは何であるか。それこそが、
１３年後の楽曲とそれを享受する体験のエッセンスとして重要といえるだ
ろう。
それでＬＩＦＥ　ＩＳ　ＣＯＭＩＮ’ＢＡＣＫ僕らを待つ　⇒　それで感じたかった
僕らを待つ
ｌｏｖｅｌｙ　ｌｏｖｅｌｙ　ｗａｖ　ｃａｎ’ｔ　ｓｅｅ　ｔｈｅ　ｗａｖＵｔ’ａ　⇒　Ｉｏｖｅｌｙ　１０ｖｅｌｙ　忿　完璧な
絵に似た
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サビを含む、曲の中でも重要な部分で、英語から日本語への〈歌詞の変更〉
が行われている。だが、新しい歌詞は、元にあった歌詞の訳出でもなけれ
ば、関連した表現というわけでもない。そのため、新たに置かれた表現か
ら、歌詞全体の再文脈化をするのは容易ではなく、またそれはあまり生産
　１９０
　　　　　　　　　　　小沢健二、「日本語」に向かう
的な行為でないように思われる。事実、新しい歌詞は、２０１０年だけでな
く、次の２０１２年のコンサート「東京の街が奏でる」でも演奏され、新版
の「ＬＯＶＥＬＹ」として認識され、定着しつつあるが、その意味をめぐる
本格的な解釈は、管見の限り、ほとんど提示されずに今日を迎えている（４）。
この現象は、〈歌詞の変更〉の実体が何であったかの一端を物語っている
ように見える。
　再編成・再構成された歌詞テクストを前に、解釈（新たな意味をつか
む）の欲求が起こるのはごく自然なことである。そこには、意味の異同が
どのようなものか、という関心も当然含まれてくる。だが、新たな
「ＬＯＶＥＬＹ」で歌い換えられた日本語の歌詞について、目立った考察が出
てこない現状は、１３年間のブランクを経た小沢健二と、その楽曲を受容
するオーディエンスにとって、歌詞の意味以上に、他に重要なものがあっ
たことを示唆しているのではないか。
　ここで、考察の補助線として、リング・ハッチオン（５）を参照してみた
い。理論そのものというよりは、その根底にある文化に対する態度につい
てである。ハッチオンは、複数の著作を通じ、パロディやアダプテーショ
ンなどの理論化を積極的に進めている。その根本にあるのは、ある特定の
テクストが、別のテクストに変換される出来事が、文化的にどのように機
能し、位置づけられるかを解明しようとする意志だといえよう。それは、
テクストの二重性を重視するところから出発する。すなわち、テクストは
「自律的な完成品」などではなく、「先行する作品を意図的、明言的、拡張
的にとらえ直す」（６）ものとして考えなければならないという認識が、芸術
の諸形式を検討するハッチオンの基本軸になっている。この思考は、いう
までもなく、クリスティヴアの「間テクスト性」や、バフチンの「対話」
や「テクスト」の概念などに隣接している。それらに共通するのは、テク
ストは作者などの絶対的な存在によって、その場が作られ、付与されるの
ではなく、別の文化システムとの関係の中で存立を可能にするということ
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だろう。そこで重要となるのは、ひとつのテクストの読解とは、そのテク
ストが創造・受容される背後にある文化体系だけでなく、連関し合う他の
諸テクストを支える文化体系にも向き合う経験であるということだ。
　小沢健二に話を戻せば、１３年後の〈歌詞の変更〉もまた、単独の文化
事象ではなく、文化間の出来事として存在し、聴き手はそこに巻き込まれ
るような体験をしていたと考えられる。変更された歌詞テクストを前に、
全盛期の元の楽曲を認知している聴き手の意識は、もっぱら、それがどの
ように書き変わったかという結果よりも、むしろどのようにかつての歌詞
が存在していたかという面へと向けられる。それは、ジュネット（７）がいう
ところの「パランプセスト（ｐａｌｉｍｐｓｅｓｔｅｓ）的」な体験に他ならない。パ
ランプセストとは、その存在によって元のテクストがうかがわれたり、意
識させられたりするテクストのことである。新しい歌詞テクストは、常に
昔の歌詞テクストを喚起してくる。そのとき、新しく置かれた日本語の歌
詞は、そこにある意味を透過して、かつての英詩表現の方を浮かび上がら
せる。先行する昔の歌詞と、新たに歌い直された歌詞との優劣は、ここで
は問題ではない。重要なのは、更新された新規の歌詞テクストを聴くとい
うことは、そこから透かして、昔の歌詞テクストと対面することであり、
その間にある文化体系の差異に出会うことに他ならないということだ。
　それでは、聴き手が対面した文化体系（の差異）とは何か。鳥賀陽弘道（８）
が、サザンオールスターズを分析して述べるように、Ｊホップの歌詞様式
のひとつに「英語と日本語のチャンポン」が挙げられる。鳥賀陽は、そこ
に「外来語を吸収してカタカナで表記しては呑み込んでいく言葉こそが日
本語なのだ」という内面があり、それは「典型的な日本人」が持つものだ
とする。つまり、現代日本人にとっての「日本語（観）」とは、純化した
それではなく、「英語」と混成となったハイブリッドなものであるという
わけだ。この、いわば西洋化あるいはアメリカナイズされた「日本語」の
様態は、小沢健二が活躍した時代に、急激な展開を見せていたと思われ
　１９２
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　　　　　　　　　　　小沢健二、「日本語」に向かう
る。９０年代中盤、Ｊホップを牽引し、ヒットチャートを独占していたの
は、小室（哲哉）ファミリーである。その中心的存在だったＴＲＦなどの
楽曲に顕著なように、そこでは「外来語を吸収してカタカナで表記しては
呑み込んでいく」という位相を越えて、歌詞への英詩の採取が積極的に行
われ、ますます「チャンポン」が一般化していた。カタカナ表記に留まら
ず、英語そのものの表現を同居させる歌詞が、作られ、受け入れられる文
化があった。この「日本語」と「英語」が同居する歌詞＝言語様式こそ、
当時のＪホップを取りまく文化体系に他ならない。
　記号としての英詩に依拠した「ＬＯＶＥＬＹ」も、そうした文化体系を背
景に、作られ、受容されていた一曲と考えて差し支えないだろう。先に見
たように、「ＬＯＶＥＬＹ」を支えていたのは、記号としての英詩表現であ
る。そこでの「英語」は、日本語と衝突したり、葛藤したりということな
しに、歌詞のなかに居場所を得ていた。
　その「英語」の場所を、１３年後の「ＬＯＶＥＬＹ」が崩したのである。「英
語と日本語のちゃんぽん」を解体し、そこから「英語」を取り除くことで
創造される新たな歌詞の様式－すなわち、「日本語」が日本語それ自体
として表現するＪホップの可能性を、小沢は模索したのではなかったか。
それは、明らかに過去とは異質な楽曲・歌詞のかたちであり、そこには現
代の「典型的な日本人」と、彼らが持つ日本語意識に対する、鋭い批評が
含まれていたと考えることができるだろう。
　１３年後に歌詞が変更された曲のもと、聴き手は、『ＬＩＦＥ』時代の曲の
ありよう、その歌詞の形態と、背後にある文化体系（言語あるいは歌詞を
めぐる約束事といってもよいかもしれない）に対面した。過去の「ＬＯＶＥＬＹ」
が、「英語」と「日本語」が同居する言語と文化の体系に基づいたＪホッ
プということができるとすれば、１３年後の「ＬＯＶＥＬＹ」は、そこからい
かに「日本語」を独立させた異なる文化体系とＪホップがあり得るかに挑
んだテクストであったといえるだろうか。両者の間にあるのは、楽曲とそ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９３
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の受容の〈根拠〉を何に求めるか、という文化体系の差異とでもいうべき
ものである。前者は〈英語の歌詞〉に、後者は〈日本語の歌詞〉に重きを
置いた。そうした意味において、スーザン・バスネット（９）がいうように、
「異文化および異なる時間の間のコミュニケーション行為」として翻訳を
捉えるのと同様に、曲の〈歌い直し〉＝〈歌詞の変更〉もまた、広く文化的
コミュニケーションの実践のひとつと考えるのも、あながち無謀ではな
く、また今後の小沢健二とＪホップを考える重要な視点にもなるだろう。
　小沢健二本人に変化があったことは否定できない。だが、誤解をおそれ
ず、文化（論）的にいうならば、１３年という時を経て行われた小沢のく歌
詞の変更〉は、Ｊホップをめぐるひとつの「批評的」かつ「対話的」な文
化現象として評価、検討することが可能なのではないかと思われるのだ。
新たに置かれた「日本語」とその意味に、重点があるのではない。歌詞を
置き換えることで生じる、過去のオリジナルとの対話、また「日本語」を
めぐる問題の浮上に、復活した現在の、小沢健二の向かうべき道が暗示さ
れている。
　１３年ぶりの小沢健二のコンサートには、この〈歌詞の変更〉に関連す
る、もうひとつ印象的な要素があった。それは、曲の合間に挟まれるモノ
ローグ（詩の朗読）である。それは、２０１０年に限らず、２０１２年のコンサー
トでも継続して続けられている。それぞれの朗読にはタイトルが付けら
れ、非常にゆったりとした速度で、ひとつひとつの「日本語」を大事そう
に発話する小沢の語り□が特徴的であった。〈歌詞の変更〉に、かつての
楽曲を「批評的」かつ「対話的」に捉え返す契機が含まれていると考える
とき、現在進行形のこのモノローグは、過去の小沢健二のある一面を強く
想起させる。それは、「早口」のパフォーマンスである。
　当時、小沢健二は何を歌っていたのか。オーディエンスは、何を聞き、
どのような体験していたのか。　１３年ぶりのコンサートは、〈歌詞の変更〉
　１９４
一
一
一
一一
森永ダースのＣＭ撮影がローマに決定。スチュワーデスさんボンジョ
ルノ。
飛行機乗ってワイン飲んでダース食って寝る。
ところがローマではスペイン階段が工事中で撮影は中止。
がっかりしたからホテル帰ってダース食ってあ一眠い、寝てました、
ほんと。
オレなにやってんだろうって気分も吹っ飛ぶ森永ダース。
　　　　　　　　　　　小沢健二、「日本語」に向かう
に留まらず、どうやら、そうした根源的な問いを、多面的に投げかけてい
たようだ。
　小沢健二の楽曲における言葉の運用について、近田春夫（１Ｏ）は「彼の歌
を聴いていると、ああ、日本語が日本語のまま、無理せずにリズムとメロ
ディに乗るポップスが出てきたんだなあと、素直に感心しちゃうんです。
曲に乗せるために言葉を犠牲にしていないというか、逆にイキイキとはね
ている」と評しているが、これとは明らかに正反対といえる言葉の動き
が、９０年代の小沢健二にはあった。
　マスメディアを通して世間にも知られ、その最も顕著な例といえるの
が、森永ダースのＣＭだ。　１９９５年に放映されたそのＣＭは、わずか１５秒
（最後のプレゼント告知を除けば、実質１２秒）の間に、小沢が次の台詞を
聞きとれないほどの速さで、一気にまくしたてるという内容だった。
これとは台詞が異なる別バージョンも放映され、短期間の間に、小沢健二
といえば、ＣＭで早口で喋っている人、というイメージが一気に社会に拡
散、浸透した。当時、インターネットなどはまだ普及しておらず、ＣＭで
小沢が何を話しているか、その確かなメッセージの中身を知るためには、
例えばビデオでＣＭを録画するなどして、何度もＣＭに耳を傾けるといっ
た努力をするしかなかった。商品を分かりやすく言葉でアピールするとい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９５
一
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う、ｃＭの基本ともいえる概念を逆手にとり、何を言っているのかよく分
からないという言語パフォーマンスによって、視聴者の興味を惹きつけた
点で、この映像は、コマーシャルとして、極めて戦略的に大きな成功をお
さめたといってよい。そこでは、語られる内容ではなく、語ることそのも
のに重きを置く、言葉の記号的側面を重視した、言葉のかたちがあった。
そのとき聴き手は、小沢健二が発するメッセージが何であるかというより
も、小沢健二のメッセージ自体に魅了されていたといってよいだろう。つ
まり、小沢健二が話す「日本語」ではなく、「日本語」を話す小沢健二に
魅せられていたのである。
　これと似た現象を、当時の小沢健二には、他にも見てとることができ
る。例えば、アルバム『ＬＩＦＥ』に収められた一曲「ドアをノックするの
は誰だ？」（１１）もそのひとつだ。この曲の特色はサビ部分にある。「（誰かに
とって特別だった君を）マークはずす飛び込みで僕はサッと奪いさる」と
いう歌詞が、短いメロディの中に、早口で押し込められている。「日本語
が日本語のまま、無理せずにリズムとメロディに乗る」のとは真逆といっ
てもよいほどに圧縮されたフレーズで、聴き手がそれを真似して歌うのは
難しいくらいだった。また、ライブ映像を収めたｖＨｓｒｖＩＬＬＡＧＥ」
（１９９５）のオープニングもそうだ。映像の冒頭、オープニングアクトにあ
わせて、小沢健二のナレーションが吹き込まれているが、これも息継ぎの
間もないほど、スピード感にあふれ、即座にすべてを聞きとるのが難しい
ほどに早い口調になっている。その後に、変奏される第一曲目の「ｖＩＬＬＡＧＥ
のテーマ」も、歌詞カードがなければ、何を歌っているのか分からないほ
ど速い一曲になっている。
　これら一連の「早口」のパフォーマンスは、言葉の記号的側面を重視
し、そこに生まれるリズムやビートといったものに意味を求めた表現行為
ということができるだろう。そこでの「日本語」は、見せるためのものと
いう側面が強く、言語の持つ妙味や深みといったものは、尽く省略されて
　１９６
一
一
一
　最後に、〈歌詞の変更〉あるいは〈語り〉に現れた「日本語」の重視が、
突然現れ出たものではないことを、再確認しておきたい。この１３年間の
あいだに、小沢健二は〈日本的なもの〉、もっといえば〈日本文化〉への
傾斜を、次第に強くしていった。その一面を表したものとして、「今夜は
ブギー・バック」の〈歌い直し〉＝〈歌詞の変更〉を忘れてはならない。
　「ＬＯＶＥＲＹ」同様、『ＬＩＦＥ』を代表するこの一曲は、実質的に日本での
音楽活動を休止していた２００１年に「今夜はブギー・バック／あの大きな
心」とタイトルを変えてセルフカバーされている。すでにそこには、非一
日本語を排し、「日本語」を重視しようとする傾向が確認できる。元々の
歌詞には、さまざまな外来語が散らばっていたが、それらの一部の表現
が、「日本語」へ置換されている。一ついでにいえば、曲の間に置かれ
た、スダチャラパーによる外来語をふんだんに使ったラップ部分は丸ごと
カットされ、曲全体で「日本語」を前景化する動きが強かったといえる。
　実際に、歌い変えられた箇所を、幾つか具体的に確認してみよう。
　　　　　　　　　　　小沢健二、「日本語」に向かう
しまっている。
　現在の小沢健二は、これとは正に対照的な位置に立っているといえる。
「日本語」で何を伝えることができるか、それを「日本語」の持つ〈力〉
とともに考えようとしている。それは、復活コンサートの「ひふみよ」と
いうタイトルにも、よく現れているだろう。実際にモノローグでも分析し
ているように、昔の人々が使っていた「日本語」や彼らの「日本語観」を
見返そうとするまなざしが、復活後の小沢健二を貫いている。　１３年とい
う期間を経た小沢健二の〈語り〉は、正にそうした「日本語」に対する問
題意識を体現した一面だと考えられる。
???
１９Ｚ
【原曲】
僕とベイビー・ブラザー
すぐに眼が逢えば　君を最高に感じた
めかしこんで来たパーティ・タイム
　　　　　　　　　ー
すぐに目が合えば君は最高のファンキー・ガール
【カバー】
僕と友達が
めかしこんで行ったパーティーで
　　　　　　　　　ー
【原曲】
ダｙ丞フロア一に華やかな光
僕をそっと包むようなハーモニー
ブギー・バックシェイク・イット・アップ
神様がくれた
甘い甘いミルク＆ハニー
【カバー】
今夜フロア一に華やかな光
僕をそっと包むようなハーモニー
これはいつか
神様がくれた
甘い甘い蜜の味
???
英語表現を後景化させることで、歌詞全体における英詩の勢いが、かなり
おさえられ、緩和されているのが分かる。これに加えて、新たに追加され
たサビに相当する一節には、「あの大きな心　その輝きにつつまれた／あ
の大きな心　その驚きが煌めいた」というすべて日本語の歌詞が当てら
れ、楽曲全体の「日本語」の存在感を、いっそう印象づけるかたちになっ
ている。また、歌詞カードの一頁には、歌詞の文字列が、印字ミスで二
重、三重に折り重なって印字されたかのような図像（イメージ）が置かれ
　１９８
　　　　　　　　　　　小沢健二、「日本語」に向かう
ていて、そこでは外来語を作るローマ字が、夥しい日本語の存在感により
末梢され、「和語」の重量感が、ひと際強調される意匠が施されていて興
味深い。
　他にも、指摘すべき点は多いが、再始動した小沢健二の動向に見られる
特徴から、もう少し具体例を挙げておくことにしよう。小沢健二の活動に
関する唯一の情報発信源となっている自身のＨＰ（１２）では、文章を「縦書」
で見せることに強いこだわりを示し、また横スクロールを活用すること
で、古典の絵巻物を想わせるデザインをとり、古くからの「日本語」独自
の姿とありようを強調している。また、コンサート「東京の街が奏でる」
にあわせて出された作品集『我ら、時』（２０１２、パルコ出版）に所収され
た冊子『ドゥワッチャライク』『うさぎ！』では、「和紙」を用いた造本を
行い、そのなかでは日日暦」表記に徹し、奥付にはわざわざ「日本製」
（傍点筆者、以下同）と明記する執拗ぶりを見せる。　２０１０年、２０１２年いず
れのコンサートタイトルも、「小沢健ニコンサートッアーニ零一零年五
月六月」といった具合に、漢数字を用い、ここでも「日本語」へのこだわ
りを隠さない。投げ銭方式で配信された新曲「シッカショ節」は、日本文
化特有の民謡の形式を借りることで、日本のうたを強く意識した作品と
なっている。
　こうした〈日本的なもの〉へと小沢の関心や芸術性が方向転換していっ
た背景のひとつに、９０年代当時の音楽文化の問題が関わっているのは明
らかだろう。　ＣＤの消費を主軸とした当時のポピュラー音楽界では、歌詞
カードは「横書き」というのが一般的だった。それを、作品集に収められ
たコンサート音源のＣＤの歌詞カードでは、すべて「縦書き」に直し、こ
れまでのポピュラー音楽文化が常としてきた、非一日本語的な様式に抗っ
ているかのようだ。また、コンサートで披露された新曲「東京の街が奏で
る」や「神秘的」などは、歌詞に古語的な言い回しや語彙を多用し、「日
本語」の感覚と印象を強く刻みつけるものだった。しかも、これらの楽曲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９９
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はＣＤ発売や配信などされないままとなっているため、聴き手の「耳」に
残響する「日本語」の歌詞の印象は強烈なものがある。古来の日本では、
伝承や説話など、耳で日本語を聞く体験が、音楽も含む広義の「物語」の
基本形であった。楽曲とその歌詞が、即座にＣＤなどの媒体を通じて人の
目にふれるという、ポピュラー音楽の、いわば基本的なあり方に対抗し、
音楽とその受容に対する小沢の新しいまなざしが、ここにはあるようだ。
　実際、本人が文章でも書いているように、「都市が建てられてしまった
場所」とは異なる「動物や植物や神々やばけものが、土の上で、水辺で、
人と係る」「昔話の世界」（１３）へと、近年の小沢健二のベクトルは向かって
いる。これまでのポピュラー音楽とそれを取りまく環境を脱して、いにし
えの「日本」と「日本文化」に、自身の楽曲、さらには音楽そのものの場
所を求めるのが、近年の小沢健二の姿だといえる。「日本語」への並々な
らない関心とこだわりは、その現れのひとつに他ならないだろう。
注
　（１）アルバム『ＬＩＦＥ』から、１９９４年にシングルカットされた。５枚目のシン
　　グル。紅白出場時にも歌われた。
　②「アルバム／シングルＣＤガイド」（『ＭＵＳＩＣ　ＭＡＧＡＺＩＮＥ』２０１０　・　５）。
　（３）ここには、同時代のヒップホップの隆盛とその影響、さらには、小沢がソ
　　ロデビューする以前に組んでいたフリッパーズ・ギター時代における英語感
　　覚（英詩への傾倒）の問題なども関係してくるが、それらの問題は別の機会
　　に譲り、ここでは、小沢健二が、徐々に、英詩を歌詞のうえで重視するよう
　　になっていく側面を確認することに留める。
　（４）私見の一端を示しておけば、「ＬＯＶＥＬＹ」の「感じたかった」という新し
　　い歌詞は、明らかに、元々の歌詞の「強く僕は感じまくるのさ　他の誰か
　　じゃまるでダメなのさ」と呼応するだけでなく、「今夜はブギー・バック／
　　あの大きな心」で歌い替えられて登場する「君を最高に感じた」「あなたに
　　会えたよ　それを最高に感じる」などの表現とも、曲を越え有機的なつなが
　　りを形成している。表現が過去形であることにも留意し、歌詞全域にわたっ
２００
???
　　　　　　　　　　　小沢健二、「日本語」に向かう
　　ての多面的な解釈が必要だろう。加えていえば、「愛し愛されて生きるのさ」
　　の印象的な変更部「我ら、時を行く」は、二つの点が重要と考える。まず
　　「我ら」は、過去の楽曲で欠かすことのできないモチーフとなっていた［僕
　　ら］に対応する表現になっていること（小沢は「僕ら」には変更を加えてい
　　ない）。もう一つは、「時を行く」には掛詞的な作用があり、「時を＝東京を行
　　く」の意味が重ねられていること。これは、和語の重視と同時に、２０１２年
　　のコンサートが「東京の街が奏でる」と題されたうえ、東京に限定して開催
　　されたこととも無縁ではないだろう。「ＬＯＶＥＬＹ」の「完璧な絵に似た」
　　も、「絵に似た＝ａｎｙｔｉｍｅの掛詞になっている。
　（５）本稿は、リンダ・ハッチオン「アダプテーションの理論」（２０１２、晃洋書
　　房）に影響を受けたところが大きいことを記しておく。ハッチオンのいう
　　「アダプテーション（翻案）」のなかに、セルフカバーや替え歌なども含まれ
　　ている。ハッチオンの理論から見た小沢健二の〈歌詞の変更〉についても、
　　別の機会に考察をしてみたい。
　（６）リング・ハッチオン『アダプテーションの理論』（前掲）。
　（７）ジェラール・ジュネット『パランプセスト』（和泉涼一訳、１９９５、水声社）。
　（８）鳥賀陽弘道「Ｊホップの心象風景」（２００５、文芸春秋）。
　（９）Ｓｕｓａｎ　Ｂａｓｓｎｅｔｔ　ｒＴｒａｎｓｌａｔｉｏｎ　Ｓｔｕｄｉｅｓ』（２００２、Ｒｏｕｔｌｅｄｇｅ）。
（１０）近田春夫「近田春夫の現代歌謡講座」（「広告批評」１９９７　・　５）。
（１１）アルバム『ＬＩＦＥ』から、１９９５年にシングルカットされた。８枚目のシン
　　グル。シングルのサブタイトルには「ボーイズ・ライフｐｔ．１：クリスマス・
　　ストーリー」とあるが、こうした非一日本語も、復活後のコンサートでの楽
　　曲タイトルから削除されているのも興味深い。
（１２）ｈｔｔｐ：／／ｈｉｈｕｍｉｙ０．ｎｅｔ。
（１３）ドン・アントニオ・アナルコ「火山の口のからーメキシコの「天気の人」
　　が語る」（小沢健二、エリザベスコール訳、『子どもと昔話』３５号、２００８）。
???
２０１
